








岡田敏夫班の班員所属 7施設で、腎生検確診原発性糸球体腎炎患者(8～21 才)82名のカロ

リーカウンター計測による日常生活運動量と 24 時間内因性クレアチニンクリアランス

(Ccr)の関係を複数の諸因子を用い多重回帰分析を行った。日常生活運動量増加(△%BMR)

と Ccr の変化(△Ccr、%△Ccr)の間には有意の相関関係は認められなかった。患者群を種々

分類して検討しても、同様の結果であった。この結果は成人 IgA 腎症患者で得られた成績

と異なっている。小児の日常生活運動量変化の腎糸球体血行動態に及ぼす影響が成人のそ

れと異なることが示唆され、さらに継続的日常生活運動負荷と Ccr との関係の検討が望ま

れる。 


